
2019豊川・矢作川連合総合水防演習・広域連携防災訓練

■ 開催日時 令和元年5月19日（日） 9：00～12：00
■ 実施場所 矢作川右岸（愛知県豊田市白浜地先）
■ 実施した主な演習

水防工法訓練、救助・救護訓練、緊急速報メール配信訓練
TEC-FORCE派遣訓練（当事務所参加）、土砂災害避難訓練
道路啓開訓練、水防工法体験、各種車両展示他

■ 参加機関 ４１機関
■ 訓練参加者 約９００名
■ 報道機関 １３社が取材

・ＮＨＫ、ＣＢＣテレビ、中日新聞など報道機関
（テレビ６社、新聞７社）

・地元ケーブルテレビおよびYouTubeで同時中継
■ 主催 国土交通省中部地方整備局、愛知県、豊田市、豊橋市

岡崎市、豊川市、碧南市、刈谷市、安城市、西尾市
新城市、知立市、高浜市、幸田町

TEC‐FORCE派遣訓練
（中部技術事務所参加）

勢田中部地整局長
講 評

開会式の様子

自治会・企業・学生
（月の輪工法） 防潮扉

石井国土交通大臣
開会の挨拶

ヘリによる救助訓練
（愛知県防災航空隊）

各消防団
（積み土のう工）

地震体験車展示
（豊田市消防本部)

震災対策車展示
（愛知県警察本部)

Ku‐SATによる会場画像伝送訓練
（中部技術事務所参加）

自治会・企業・学生
（月の輪工法）

レッドサラマンダーによる
捜索・救助訓練（岡崎市消防本部）

防潮扉閉鎖訓練
（高浜市消防団)

衛星通信車 対策本部車

豊川・矢作川における洪水被害、三河港・衣浦港における高潮被害、矢作川流域における土砂災害等を想定し、水防関係者の技
能の習熟と、防災関係機関が相互に連携した防災体制の確立を図ることを目的とした複合型防災訓練が行われました。中部技術
事務所からは、対策本部車と衛星通信車、小型画像伝送装置（Ｋｕ－ＳＡＴ）が訓練に参加しました。


